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はじめに　　歴史研究室では、東京大学史料編纂所とも
協力して、薬師寺の悉皆的な古文書調査をおこなってき
た。その一部は当研究所のホームページでも公開してい
るが、さらに成果をまとめるには、前近代の薬師寺の組織
について、基礎的な事実を把握しておく必要を感じてい
る。そこで薬師寺僧が一般的に昇進していく官位と、そ
の補任のあり方について整理しておきたい。そのために
江戸時代後期の史料を３点ほど、24・25頁に掲げておく。
　まず、史料１は薬師寺記録文書の第11函12号「官位昇
進之記」の前半部分である。冒頭に、弘化３年（1846）

に定めた「官銭之定」を書き上げてある。官銭とは、薬
師寺僧が官位に補任される際、僧が寺に支払う補任料の
ことである。ここから、当時の薬師寺僧が補任された官
位が判明する。史料１には便宜上、官位ごとに行頭にⓐ
ⓑ以下の記号をつけておいた。またその後には、嘉永２
年（1849）12月以降の官位補任状況を、関係文書を写し
ながら記録している。この記録から、補任のあり方が包
括的に判明する。便宜上、文書ごとに①②以下の通し番
号をつけた。また、その文書で補任される官位のⓐⓑな
どの記号を、通し番号の左下に記しておいた。史料には
明治３年（1870）まで記してあるが、釈文は嘉永２年分
のみを記載し、あとは省略した。
　次に史料２・３には、薬師寺僧の昇進試験の意味を
持っていた方広会・慈恩会の竪義について、江戸時代後
期の請定の正文の釈文を示しておいた。
学侶と堂衆　　先行研究をふまえて、史料１のⓐⓑ以下
の官位の概略を確認しておく １）・２）（また「新黒双紙」 ３）参

照）。薬師寺の寺僧集団は、大きく学侶と堂衆に分かれ
ており、両者は昇進コースも異なっていた。学侶につい
ては、臈次により、下臈・中臈・上臈という区分が存在
した。学侶は得度すると下臈となり、まず方広会竪義を
執行する。年臈を重ねて慈恩会竪義を執行すると中臈と
なり、ⓠ大法師位を授けられる（第８函10号も参照）。中
世には中臈の上位者がⓛ少学頭になった。それからⓝ得
業に任じると上臈に属する。上臈でも、ⓐⓖⓗは僧綱の
職である。
　一方、堂衆の職はⓢ堂司～ⓨ諸進である。昇進の最高

位は、没後の贈位を除けば、ⓠ大法師止まりである。よっ
て史料１に記されている官位は、ⓠが両者重なるのを除
けば、ⓡ以前が学侶、ⓢ以降が堂衆の官位となる。
　学侶と堂衆の相違は、史料１の嘉永２年の補任手続き
からも明瞭に読み取ることができる。この時、法印隆弁
が隠居したことにともなう昇進があった（文書①の右側の

記載参照）。その関係文書が①～⑮で、これらが学侶の補
任である。また同時に、懐盛より昇進の希望があった（⑯

右）。その関係文書が⑯～㉕で、これらが堂衆の補任で
ある。さらに、㉖で堂衆に衣服の免許状が発給されてい
る。そして、補任の日時を伝える回章も、学侶と堂衆は
別々の文書（㉗㉘）で伝達されている。このように学侶
と堂衆は官位も手続きも、明確に区別されていた。
官位と寺僧数　　嘉永２年、学侶内部での昇進状況は次
のようだった。①～⑤で法眼清基がⓐ～ⓔの官位に昇進
している。そして玉突き状に、⑥⑦法橋宥遍がⓕⓖに、
⑧⑨得業増忍がⓘⓚに、⑩～⑭擬得業周範がⓛ～ⓟに、
⑮大法師慈範がⓡに昇進した。ちなみにⓗⓙが見えない
が、これは嘉永３年に増忍が補任されている。そして以
上のような昇進は、史料１の後略部分を見ると、当時の
一般的なあり方だったことがわかる。
　このうち、ⓝ得業以上が上臈だから、清基～周範の４
名が上臈にあたるはずである。しかし、周範がこの時補
任されたⓛ～ⓟのうち、ⓛ少学頭・ⓜ供目代は中世には
中臈の役だったはずだ。
　このような変化は、寺僧数の減少に起因している。戦
国時代の薬師寺では、学侶が30名・堂衆が10名前後と指
摘されている １）・２）。一方、史料１の後略部分では、清基
は法印叙任祝いの一献を寺僧にふるまっている。そこか
ら当時の薬師寺僧の人数がわかるが、それによると、学
侶は７名と隠居１名、堂衆は４名と隠居１名、承仕が２
名にすぎない。江戸時代後期には寺僧数の減少が進み、
人数に対して官位が多すぎる状況が生じている。史料１
では、上臈の学侶４名で、14の官位についている（①～

⑭でⓐ～ⓖ・ⓘ・ⓚ～ⓟに補任）。１名ができるだけ多くの
役を兼帯せざるを得なかった状況を読み取れよう。
堂衆の補任　　学侶と堂衆では、候補者選定手続きにも
相違があった。史料１では、学侶の補任にみえる文書は
補任状のみである（①～⑮）。一方で堂衆の場合は、まず
堂衆が大十師簡定状を進上し（⑯～⑳）、それを学侶が衆

薬師寺僧の官位と
その補任の様相
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議で審査して（㉑右）、改めて補任状を作成するのであ
る（㉑～㉕）。つまり、まずは堂衆の内部で候補者を選定・
推薦し、それを学侶が承認する形を取っていた。
　堂衆がまず推薦する形は、古くまで遡るはずだ。鎌倉
時代の「黒草紙」 ３）の冒頭部分には、弘安年間の補任関
係文書の写が存在する。そこには、堂衆の役である維那
職・□十師の補任に関して、それぞれ大十師簡定状・戒
壇院大十師簡定言上状が収録されている。
　ただし堂衆の推薦をうけた後は、史料１では通常の補
任状を発給しているが、「黒草紙」では政所符を用いて
いる。「黒草紙」の政所符は１通のみで、西塔の雷火を消
火した勧賞として、堂衆の職である戒壇大十師職に補任
するという、やや特殊な例である。しかし古くは、堂衆
は政所符で補任されていた可能性を考慮すべきだろう。
堂別当法印権大僧都　　また、史料１を通覧して気づく
のが、①～⑤でⓐ～ⓔに補任された清基の特殊性である。
他の者は大学頭御房で補任される（㉗㉘）のに対し、彼
のみは金堂前で補任されている（⑥右）。また文書の差出
者も、他はみな奥上に堂別当法印権大僧都が署判してい
るが、①～⑤の清基の補任状のみは、奥上は大行事宮毘
羅大将という神名が記されている。これは、通常の署判
者である堂別当法印権大僧都とは清基のことなので、清
基の補任状には自らが署判できないためである（宮毘羅

大将は西瀬論文 ４）参照）。江戸時代後期には、堂別当が薬
師寺のトップとしての実質を持っていたことがわかる。
　一方、「黒草紙」等の中世史料では、奥上の署判者は
別当であり、堂別当ではない（ただし「黒草紙」では堂別

当の補任状のみ、奥上の署判が存在しない）。この点、薬師寺
別当は中世以降は興福寺僧が補任され、薬師寺に止住し
なくなる ５）。別当署判の消滅は、別当が寺院運営にも関
与しなくなったことを示すだろう。
薬師寺印　　さらに、史料１の①②㉖には、文書の右端
上に丸で囲んで「勅印」と記してある。また、史料１後
略部分に所載の補任状・供家方広会竪義者請定にも同様
の注記があるものがある。一方、幕末の補任状の正文（第

５函95号・第11函77号など）や史料２・３には、右肩に円
朱印「薬師寺印」１顆を捺してある（図18参照）。よって、
この印が勅印と呼ばれた公的な印だったはずである。史
料１に注記がないものも含め、補任状（①～⑮・㉑～㉕）・
免許状（㉖）にはみな捺印されていたと思われる。

供家竪義者請定　　前述のように、薬師寺の学侶は下臈・
中臈昇進の際にはそれぞれ、方広会・慈恩会の竪義を執
行した。その際に請定が発給されるが、その江戸時代後
期の正文が史料２・３である。これも、鎌倉時代の慈恩
会請定の写が「黒草紙」冒頭に存在する。「黒草紙」の
例では、日下は史料２・３と同様に少学頭だが、奥上は
別当・大学頭・鎮学頭が署判している。
　これらの請定は、供家が発給する形式をとっている。
供家とは奈良時代の大修多羅供の後身であり、教学振興
のための組織だった。「黒草紙」にみえる三学頭が、供
家の役職だったことがわかる ６）。史料２・３では、補任
状などと同様、別当の署判は消滅する。ただし大学頭の
署判は残っており、学頭が供家の役職だという性格が意
識されているといえよう。
　また史料２・３にも、円朱印「薬師寺印」が存在する。
この点、佐藤泰弘は、平安時代の東寺には、正印・供家
印（「東寺伝法」印）・造印（「造東寺印」）の３種類の印が存
在したこと、東寺伝法供家が供家印を捺した文書を発給
していたことを指摘している ７）。薬師寺印を補任状や供
家請定にいつから捺しているのか、印の由緒はそれこそ
古代にまでさかのぼるのか、興味をそそられる。
おわりに　　薬師寺僧の官位補任方式は、古代以来、徐々
に変化しながら江戸時代後期に至っているはずである。
そして興福寺などの他寺でも、学侶・堂衆や供家など
の集団が存在し、薬師寺と同様の文書を作成していた。
よって官位補任をめぐる諸問題は、個別寺院にとどまら
ず、寺院史一般にも関わってくる。変化の具体相や他寺
との比較はこれから追求したく思うので、とりあえずの
基礎的事実をここに提示した次第である。  （吉川　聡）
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図₁₈　供家慈恩会竪義者請定（史料３）の薬師寺印
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僧
都
之
事

ⓖ　
法
橋
上
人
位
宥
遍
　
一
法
橋
宥
遍
病
気
中
ニ
付
附
弟

　
勝
遍
名
代
ニ
而
相
請
候
事
、

右
以
仁
所
補
任
彼
官
位
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
法
印
権
大
僧
都
書
判

⑦
補
任
　
鎮
学
頭
職
之
事

ⓕ　
　
　
法
橋
上
人
位
宥
遍

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
権
大
僧
都
書
判

⑧
補
任
　
擬
講
之
事

ⓚ　
　
　
得
業
増
忍

右
以
仁
所
補
任
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭

堂
別
当
法
印
権
大
僧
都
御
書
判

⑨
補
任
　
読
師
職
之
事

ⓘ　
　
　
得
業
増
忍

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭

堂
別
当
権
大
僧
都
御
書
判

⑩
補
任
　
得
業
之
事

ⓝ　
　
　
擬
得
業
周
範

右
以
仁
所
補
任
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
法
印
権
大
僧
都
御
書
判

⑪
補
任
　
五
師
職
之
事

ⓞ右
以
仁〔
擬
得
業
周
範
脱
ヵ
〕

所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
法
印
権
大
僧
都

⑫
補
任
　
五
僧
職
之
事

ⓟ　
　
　
擬
得
業
周
範

右
以
仁
所
補
任
○彼
職之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
権
ー
ー
ー

⑬
補
任
　
少
学
頭
職
之
事

ⓛ　
　
　
擬
得
業
周
範

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

⑭
補堂別
当
権
ー
ー
ー

 

任
　
供
目
代
職
之
事

ⓜ　
　
　
擬
得
業
周
範

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
ー
ー
ー
ー

⑮
補
任
　
擬
得
業
之
事

ⓡ　
　
　
大
法
師
慈
範

右
以
仁
所
補
任
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
法
印
権
大
僧
都

上
生
院
附
弟
教
恵
房
懐
盛
昇
進
い
た
し
度
旨
ニ

付
、
簡
定
被
差
出
候
、
文
言
左
之
通
、

⑯
大
十
師
簡
定
　
諸
進
職
之
事

ⓨ　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

増

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
諸
進
職
之
器
、
仍
而
大
十
師
等
簡
定
言
上
如
件
、

 

諸
進
大
法
師
隆
栄

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十九一
日
日 

呪
師
大
法
師
隆
栄

 

堂
司
大
法
師
隆
賢

御
堂
別
当
権
大
僧
都

⑰
大
十
師
簡
定
　
小
十
師
之
事

ⓦ　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
小
十
師
之
器
、
依
而
大
十
師
等
簡
定
言
上
如
件
、

 

諸
進
大
法
師
隆
栄

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
九
日 

維
那
大
法
師
隆
栄

 

堂
司
大
法
師
隆
賢

御
堂
別
当
権
大
僧
都

⑱
大
十
師
簡
定
　
十
僧
之
事

ⓥ　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
ー
ー
ー
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
尤

足
十
僧
之
器
、
依
而
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
言
上
如
件
、

 

諸
進
大
ー
ー
ー
ー

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
　
日 

維
那
大
ー
ー
ー
ー

 

堂
司
ー
ー
ー
隆
賢

御
堂
別
当
権
ー
ー
ー

⑲
大
十
師
簡
定
　
維
那
職
之
事

ⓧ　
　
　
　
伝
燈
法
師
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
操
相
調
、
尤

足
維
那
之
器
、
仍
而
大
十
師
等
簡
定
言
上
如
件
、

 

諸
進
大
ー
ー
隆
栄

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
　
日 

維
那
同
　
　
人

 

堂
司
大
ー
ー
隆
賢

御
堂
別
当
ー
ー
ー
ー

⑳
大
十
師
簡
定
　
大
法
師
位
之
事

ⓠ　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
大
法
師
之
器
、
仍
而
大
十
師
等
簡
定
言
上
如
件
、

 

諸
進
大
ー
ー
隆
栄

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
　
日 

維
那
同
　
　
人

 

堂
司
大
ー
ー
隆
賢

御
堂
別
当
権
大
僧
都

右
之
通
堂
家
ゟ
簡
定
被
差
出
候
ニ
付
、
衆
議
右
懐

盛
義
明
年
新
頭
ニ
付
、
明
年
右
昇
進
先
例
ニ
有
之

候
得
共
、
無
人
之
折
柄
修
正
参
籠
之
差
支
ニ
相
成

候
付
、
格
別
之
沙
汰
を
以
当
十
一
日
於
大
学
頭
法

光
院
ニ
令
補
任
候
事
、

　
　
補
任
之
扣
左
ニ

㉑
補
任
　
諸
進
職
之
事

ⓨ　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
諸
進
職
之
器
、
依
而
任
大
十
師
等
簡
定
所
補
任

如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
法
印
権
大
僧
都
御
書
判

㉒
補
任
　
小
十
師
之
事

ⓦ　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
小
十
師
之
器
、
依
而
任
大
十
師
等
簡
定
所
補
任

如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
権
大
僧
都
御
書
判

㉓
補
任
　
十
僧
之
事

ⓥ　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
十
僧
之
器
、
依
而
任
大
十
師
等
簡
定
所
補
任
如

件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
権
大
僧
都
御
書
判

㉔
補
任
　
維
那
職
之
事

　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
維
那
職
之
器
、
依
而
任
大
十
師
等
簡
定
所
補
任

如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
権
ー
ー
ー

㉕
補
任
　
大
法
師位之
事

ⓠ　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
大
法
師
之
器
、
仍
而
任
大
十
師
等
簡
定
所
補
任

如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
権
ー
ー
ー

㉖ 

勅
印

免
許
　
紫
紋
白
并
僧
綿
之
事

　
　
　
堂
司
大
法
師
隆
賢

右
、
件
僧
常
住
伽
藍
、
如
法
勤
行
年
尚
矣
、
殊
頃

年
委
心
於
大
講
堂
再
建
、
勤
労
不
少
、
況
齢
已
垂

耳
順
、
仍
以
格
別
之
趣
許
容
之
畢
、
不
可
為
後
例

者
也
、
所
免
許
之
状
如
件
、

　
嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
　
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
権
大
僧
都
御
書
判

　
一
紫
紋
白
免
許
　
六
拾
穴
　
　
　
堂
司
隆
賢

　
一
僧
綿
免
許
　
　
六
拾
穴
　
　
　
同
　
　
人

一
堂
衆
龍
蔵
院
隆
賢
儀
、
為
大
講
堂
再
建
助
成
、

去
ル
天
保
六
未
年
ゟ
始
メ
於
浪
花
野
中
造
花（
マ
マ
）
花
頭

陀
修
行
無
怠
、
衆
人
之
帰
依
深
、
且
金
光
明
最
勝

王
経
を
弘
め
、
読
誦
之
功
不
少
、
已
至
弘
化
五
申

年
七
月
、僅
十
四
ヶ
年
之
間
ニ
西
妻
再
建
成
就
畢
、

道
徳
如
法
可
為
賞
味
、
依
之
衆
議
之
上
紫
紋
白
并

ニ
僧
綿
免
許
畢
、
□〻
不
可
致
事
、

以
上
補
任
弐
拾
壱
通
、
定
之
通
官
銭
受
取
、
年
預

所
ヘ
相
納
勘
定
帳
江
相
記
候
事
、 

少
学
頭
中

㉗
明
十
一
日
辰
之
貝
定
、
於
大
学
頭
御
房
官
位
昇
進

可
給
間
、
参
入
可
有
之
候
、
以
上
、

　
十
二
月
十
日
　
　
　
少
学
頭

　
　
　
権
律
師
宥
遍
奉

　
　
　
得
業
増
忍
同

　
　
　
擬
得
業
周
範
同

　
　
　
大
法
師
慈
範
同

　
右
使
堂
童
子
赤
装
束
ニ
而
参
ル
、

㉘
明
十
一
日
辰
之
貝
定
、
於
大
学
頭
御
坊
官
位
昇
進

可
給
候
間
、
参
入
可
有
之
候
、
以
上
、

　
十
二
月
十
日
　
　
　
少
学
頭

　
　
　
堂
司
隆
賢
奉

　
　
　
法
師
懐
盛
同
右
使
堂
童
子
赤
装
束
也
、

（
後
略
）

２
供
家
方
広
会
竪
義
者
請
定 

○
第
五
函
九
四
号

○
右
端
上
に
単
廓
円
朱
印｢

薬
師
／
寺
印｣

あ
り

供
家

　
伝
燈
法
師
位
増
恵

右
、
請
定
方
広
会
今
年
竪
義
者
如
件
、

　
天
保
五
甲
午
年
十
一
月
十
二
日
少
学
頭
清
基

大
学
頭
権
少
僧
都（
花
押
）

３
供
家
慈
恩
会
竪
義
者
請
定 

○
第
一
三
函
二
〇
三
号

○ 

懸
紙
あ
り
。
本
紙
右
端
上
に
単
廓
円
朱
印｢

薬

師
／
寺
印｣

あ
り（
図
18
参
照
）

｢ （
懸
紙
上
書
）

供
家｣

　
供
家

伝
燈
法
師
位
長
叡

右
、
請
定
慈
恩
会
今
年
竪
義
者
如
件
、

　
文
化
十
二
年
四
月
　
日
少
学
頭
隆
弁

大
学
頭
権
少
僧
都（
花
押
）

〻
〻
〻

ⓧ

決
而
後
例
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釈　

文

凡
例

・
説
明
の
便
宜
上
、
行
頭
に
ⓐ
・
①
な
ど
の
記
号
を
つ
け
た
。

・
適
宜
、
読
点
を
つ
け
た
。
ま
た
釈
文
の
範
囲
を
示
す
場

合
は｢

　
　｣

で
く
く
っ
た
。

・
校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き

文
字
を
含
む
も
の
は〔
　
　
〕で
、
そ
れ
以
外
の
註
は（
　

　
）で
く
く
っ
た
。
説
明
註
は
文
頭
に
○
を
付
け
た
。

・
墨
抹
は
、
文
字
の
左
傍
に
〻
を
つ
け
た
。

１
官
位
昇
進
之
記 

○
第
一
一
函
一
二
号 

部
分

　｢ （
表
紙
）
弘
化
五
戊
申
歳
正
月
ヨ
リ

　
　
官
位
昇
進
之
記

　
　
　
　
　
　
　
　
五
師
中｣

　
　
　
　
　
官
銭
之
定

ⓐ
権
大
僧
都
　
本
銭
五
百
文
　
当
銭
百
文

ⓑ
大
五
師
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓒ
大
学
頭
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓓ
堂
別
当
　
　
本
銭
五
百
文
　
当
銭
百
文

ⓔ
法
印
　
　
　
本
銭
五
百
文
　
当
銭
百
文

ⓕ
鎮
学
頭
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓖ
権
少
僧
都
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓗ
権
律
師
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓘ
読
師
　
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓙ
大
行
事
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓚ
擬
講
　
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓛ
少
学
頭
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓜ
供
目
代
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓝ
得
業
　
　
　
本
銭
五
百
文
　
当
銭
百
文

ⓞ
五
師
　
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓟ
五
僧
　
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓠ
大
法
師
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓡ
擬
得
業
　
　
本
銭
三
百
文
　
当
銭
六
拾
文

ⓢ
堂
司
　
　
　
本
銭
五
百
文
　
当
銭
百
文

ⓣ
大
十
師
　
　
本
銭
弐
百
文
　
当
銭
四
拾
文

ⓤ
呪
師
　
　
　
本
銭
弐
百
文
　
当
銭
四
拾
文

ⓥ
十
僧
　
　
　
本
銭
弐
百
文
　
当
銭
四
拾
文

ⓦ
小
十
師
　
　
本
銭
弐
百
文
　
当
銭
四
拾
文

　
小〻
〻
〻
十
師
　
　
本〻
〻
〻
〻
〻

銭
弐
百
文
　
当〻
〻
〻
〻
〻

銭
四
拾
文

ⓧ
維
那
　
　
　
本
銭
弐
百
文
　
当
銭
四
拾
文

ⓨ
諸
進
　
　
　
本
銭
弐
百
文
　
当
銭
四
拾
文

右
諸
昇
進
官
銭
之
儀
、
中
古
積
銭
ニ
致
シ
宝
蔵
に

納
メ
、
任
官
手
当
と
相
定
有
之
候
処
、
其
後
相
止

り
、
近
来
少
学
頭
預
り
ニ
相
成
候
得
共
、
去
ル
弘

化
三
丙
午
年
八
月
衆
議
之
上
、
年
預
所
江
相
納
平

生
之
勘
定
帳
ニ
相
記
シ
公
物
所
用
ニ
可
致
一
決
、

向
後
相
守
可
申
候
事
、

　
嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
九
日
　
　
少
学
頭
中

嘉
永
二
酉
年
十
二
月
六
日
法
印
隆
弁
老
衰
に
付
、

隠
居
被
相
願
許
容
有
之
候
、
依
之
同
月
十
一
日
官

位
昇
進
之
体
左
之
通
、

① 

勅
印

ⓓ補
任
　
堂
別
当
職
之
事

　
　
　
法
眼
和
尚
位
清
基

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

　
嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

大
行
事
宮
毘
羅
大
将

② 

勅
印

ⓑ補
任
　
大
五
師
職
之
事

　
　
　
法
眼
和
尚
位
清
基

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

大
行
事
宮
毘
羅
大
将

③
補
任
　
大
学
頭
職
之
事

ⓒ　
　
　
法
眼
和
尚
位
清
基

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

　
嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

大
行
事
宮
毘
羅
大
将

④
補
任
　
法
印
之
事

ⓔ　
　
　
法
眼
和
尚
位
清
基

右
以
仁
所
任
叙
彼
位
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

大
行
事
宮
毘
羅
大
将

⑤
補
任
　
権
大
僧
都
之
事

ⓐ　
　
　
法
眼
和
尚
位
清
基

右
以
仁
所
任
叙
彼
官
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
清〻
忍

大
行
事
宮
毘
羅
大
将

右
五
官
共
、
十
二
月
十
一
日
辰
之
貝
上
於
金
堂

前
補
任
相
済
候
事
、

⑥
補
任
法
眼
権
少
僧
都
之
事

ⓖ　
法
橋
上
人
位
宥
遍
　
一
法
橋
宥
遍
病
気
中
ニ
付
附
弟

　
勝
遍
名
代
ニ
而
相
請
候
事
、

右
以
仁
所
補
任
彼
官
位
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
法
印
権
大
僧
都
書
判

⑦
補
任
　
鎮
学
頭
職
之
事

ⓕ　
　
　
法
橋
上
人
位
宥
遍

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
権
大
僧
都
書
判

⑧
補
任
　
擬
講
之
事

ⓚ　
　
　
得
業
増
忍

右
以
仁
所
補
任
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭

堂
別
当
法
印
権
大
僧
都
御
書
判

⑨
補
任
　
読
師
職
之
事

ⓘ　
　
　
得
業
増
忍

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭

堂
別
当
権
大
僧
都
御
書
判

⑩
補
任
　
得
業
之
事

ⓝ　
　
　
擬
得
業
周
範

右
以
仁
所
補
任
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
法
印
権
大
僧
都
御
書
判

⑪
補
任
　
五
師
職
之
事

ⓞ右
以
仁〔
擬
得
業
周
範
脱
ヵ
〕

所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
法
印
権
大
僧
都

⑫
補
任
　
五
僧
職
之
事

ⓟ　
　
　
擬
得
業
周
範

右
以
仁
所
補
任
○彼
職之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
権
ー
ー
ー

⑬
補
任
　
少
学
頭
職
之
事

ⓛ　
　
　
擬
得
業
周
範

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

⑭
補堂別
当
権
ー
ー
ー

 

任
　
供
目
代
職
之
事

ⓜ　
　
　
擬
得
業
周
範

右
以
仁
所
補
任
彼
職
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
ー
ー
ー
ー

⑮
補
任
　
擬
得
業
之
事

ⓡ　
　
　
大
法
師
慈
範

右
以
仁
所
補
任
之
状
如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

堂
別
当
法
印
権
大
僧
都

上
生
院
附
弟
教
恵
房
懐
盛
昇
進
い
た
し
度
旨
ニ

付
、
簡
定
被
差
出
候
、
文
言
左
之
通
、

⑯
大
十
師
簡
定
　
諸
進
職
之
事

ⓨ　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

増

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
諸
進
職
之
器
、
仍
而
大
十
師
等
簡
定
言
上
如
件
、

 

諸
進
大
法
師
隆
栄

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十九一
日
日 

呪
師
大
法
師
隆
栄

 

堂
司
大
法
師
隆
賢

御
堂
別
当
権
大
僧
都

⑰
大
十
師
簡
定
　
小
十
師
之
事

ⓦ　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
小
十
師
之
器
、
依
而
大
十
師
等
簡
定
言
上
如
件
、

 

諸
進
大
法
師
隆
栄

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
九
日 

維
那
大
法
師
隆
栄

 

堂
司
大
法
師
隆
賢

御
堂
別
当
権
大
僧
都

⑱
大
十
師
簡
定
　
十
僧
之
事

ⓥ　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
ー
ー
ー
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
尤

足
十
僧
之
器
、
依
而
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
言
上
如
件
、

 

諸
進
大
ー
ー
ー
ー

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
　
日 

維
那
大
ー
ー
ー
ー

 

堂
司
ー
ー
ー
隆
賢

御
堂
別
当
権
ー
ー
ー

⑲
大
十
師
簡
定
　
維
那
職
之
事

ⓧ　
　
　
　
伝
燈
法
師
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
操
相
調
、
尤

足
維
那
之
器
、
仍
而
大
十
師
等
簡
定
言
上
如
件
、

 

諸
進
大
ー
ー
隆
栄

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
　
日 

維
那
同
　
　
人

 

堂
司
大
ー
ー
隆
賢

御
堂
別
当
ー
ー
ー
ー

⑳
大
十
師
簡
定
　
大
法
師
位
之
事

ⓠ　
　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
大
法
師
之
器
、
仍
而
大
十
師
等
簡
定
言
上
如
件
、

 

諸
進
大
ー
ー
隆
栄

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
　
日 

維
那
同
　
　
人

 

堂
司
大
ー
ー
隆
賢

御
堂
別
当
権
大
僧
都

右
之
通
堂
家
ゟ
簡
定
被
差
出
候
ニ
付
、
衆
議
右
懐

盛
義
明
年
新
頭
ニ
付
、
明
年
右
昇
進
先
例
ニ
有
之

候
得
共
、
無
人
之
折
柄
修
正
参
籠
之
差
支
ニ
相
成

候
付
、
格
別
之
沙
汰
を
以
当
十
一
日
於
大
学
頭
法

光
院
ニ
令
補
任
候
事
、

　
　
補
任
之
扣
左
ニ

㉑
補
任
　
諸
進
職
之
事

ⓨ　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
諸
進
職
之
器
、
依
而
任
大
十
師
等
簡
定
所
補
任

如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
法
印
権
大
僧
都
御
書
判

㉒
補
任
　
小
十
師
之
事

ⓦ　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
小
十
師
之
器
、
依
而
任
大
十
師
等
簡
定
所
補
任

如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
権
大
僧
都
御
書
判

㉓
補
任
　
十
僧
之
事

ⓥ　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
十
僧
之
器
、
依
而
任
大
十
師
等
簡
定
所
補
任
如

件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
権
大
僧
都
御
書
判

㉔
補
任
　
維
那
職
之
事

　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
維
那
職
之
器
、
依
而
任
大
十
師
等
簡
定
所
補
任

如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
権
ー
ー
ー

㉕
補
任
　
大
法
師位之
事

ⓠ　
　
　
伝
燈
法
師
位
懐
盛

右
、
件
法
師
常
住
伽
藍
年
尚
矣
、
心
橾操
相
調
、
尤

足
大
法
師
之
器
、
仍
而
任
大
十
師
等
簡
定
所
補
任

如
件
、

嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
権
ー
ー
ー

㉖ 

勅
印

免
許
　
紫
紋
白
并
僧
綿
之
事

　
　
　
堂
司
大
法
師
隆
賢

右
、
件
僧
常
住
伽
藍
、
如
法
勤
行
年
尚
矣
、
殊
頃

年
委
心
於
大
講
堂
再
建
、
勤
労
不
少
、
況
齢
已
垂

耳
順
、
仍
以
格
別
之
趣
許
容
之
畢
、
不
可
為
後
例

者
也
、
所
免
許
之
状
如
件
、

　
嘉
永
二
己
酉
年
十
二
月
十
一
日
　
少
学
頭
増
忍

御
堂
別
当
権
大
僧
都
御
書
判

　
一
紫
紋
白
免
許
　
六
拾
穴
　
　
　
堂
司
隆
賢

　
一
僧
綿
免
許
　
　
六
拾
穴
　
　
　
同
　
　
人

一
堂
衆
龍
蔵
院
隆
賢
儀
、
為
大
講
堂
再
建
助
成
、

去
ル
天
保
六
未
年
ゟ
始
メ
於
浪
花
野
中
造
花（
マ
マ
）
花
頭

陀
修
行
無
怠
、
衆
人
之
帰
依
深
、
且
金
光
明
最
勝

王
経
を
弘
め
、
読
誦
之
功
不
少
、
已
至
弘
化
五
申

年
七
月
、僅
十
四
ヶ
年
之
間
ニ
西
妻
再
建
成
就
畢
、

道
徳
如
法
可
為
賞
味
、
依
之
衆
議
之
上
紫
紋
白
并

ニ
僧
綿
免
許
畢
、
□〻
不
可
致
事
、

以
上
補
任
弐
拾
壱
通
、
定
之
通
官
銭
受
取
、
年
預

所
ヘ
相
納
勘
定
帳
江
相
記
候
事
、 

少
学
頭
中

㉗
明
十
一
日
辰
之
貝
定
、
於
大
学
頭
御
房
官
位
昇
進

可
給
間
、
参
入
可
有
之
候
、
以
上
、

　
十
二
月
十
日
　
　
　
少
学
頭

　
　
　
権
律
師
宥
遍
奉

　
　
　
得
業
増
忍
同

　
　
　
擬
得
業
周
範
同

　
　
　
大
法
師
慈
範
同

　
右
使
堂
童
子
赤
装
束
ニ
而
参
ル
、

㉘
明
十
一
日
辰
之
貝
定
、
於
大
学
頭
御
坊
官
位
昇
進

可
給
候
間
、
参
入
可
有
之
候
、
以
上
、

　
十
二
月
十
日
　
　
　
少
学
頭

　
　
　
堂
司
隆
賢
奉

　
　
　
法
師
懐
盛
同
右
使
堂
童
子
赤
装
束
也
、

（
後
略
）

２
供
家
方
広
会
竪
義
者
請
定 

○
第
五
函
九
四
号

○
右
端
上
に
単
廓
円
朱
印｢

薬
師
／
寺
印｣

あ
り

供
家

　
伝
燈
法
師
位
増
恵

右
、
請
定
方
広
会
今
年
竪
義
者
如
件
、

　
天
保
五
甲
午
年
十
一
月
十
二
日
少
学
頭
清
基

大
学
頭
権
少
僧
都（
花
押
）

３
供
家
慈
恩
会
竪
義
者
請
定 

○
第
一
三
函
二
〇
三
号

○ 

懸
紙
あ
り
。
本
紙
右
端
上
に
単
廓
円
朱
印｢

薬

師
／
寺
印｣

あ
り（
図
18
参
照
）

｢ （
懸
紙
上
書
）

供
家｣

　
供
家

伝
燈
法
師
位
長
叡

右
、
請
定
慈
恩
会
今
年
竪
義
者
如
件
、

　
文
化
十
二
年
四
月
　
日
少
学
頭
隆
弁

大
学
頭
権
少
僧
都（
花
押
）

〻
〻
〻

ⓧ

決
而
後
例


